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得るのに石濱裕美子編『チベットを知るため 五〇章』 （明石書店二〇〇四年）がある。写真や地図を多用して「伝統的なチベット世界歴史をチベット人 信じ がままに紹介」し、チベット仏教や生活、直面している問題等を解説していまた、チベット亡命政府の国家元首であるダライ・ラマ一四世の考えを理解するのに、ダライ・ラマ一四世著（北川知子訳） 『ダ イ・ラマ
―
平和のために今できること』 （ダイヤモンド社 　二〇〇八年）がある。二〇〇八年三月の暴動後 発表されたものを含む一九八四年以降のスピーチ八件を翻訳している。中国とチベットのこれまで 歴史 ついて





らの中国少数民族問題』 （かもがわ出版 　二〇〇八年）は、中国経済を専門とする著者が、新疆大学の客員教授を勤めた際に経験した少数民族と漢民族間の矛盾、対立に注目して書いている。中国 少数民族自治区は中央から財政補助を受け、さらに少数民族個人への優遇措置もある。反面、そういう優遇策を多くの漢族が快く思っていないこと 挙げ、現存する漢族と少数民族間 社会矛盾の解決 必要だ 指摘する。また、社会矛盾の原因は経済上の地位 問題であるとして、チベット族も近代




の本質』 （岩波現代文庫 　二 〇八年）は、民族問題を特 非国家主体との関わりにおいて考察している。今回のチベットでの暴動は、マスメディアやＮＧＯ等、国境を越えた非国家主体の働きによって国際化したと指摘している。一九九〇年代半ば以後、 際情勢 変化を反映し、中国政府は地政学的な外交政策と安全保障戦略を採用するようになったが、非国家主体の力量は十分に把握し得なかったとみている。国家支配 枠に組み込まれない民意が世界 影響力を強める一方で、一党独裁の中国では「国家と社会」の分離 治システムとして進展していな ため、民意を汲んで問題を解決するという対応がなし得ないのだと分析 。チベット問題は中国 政治民主化の課題でもあると結ぶ。本書は、同著者『知られざる祈り
―
中国の民族
問題』 （新評社 　一九九二年）を再編集したもので、チベットをめぐる情勢の新たな展開を受け、大幅に論考を加えている。
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